
戦争と平和に関する教育の方法に関して生成AI に聞く 

 

質問１ 戦争と平和について、児童生徒に教える時、そのようなことを取り上げるの

が適切か教えて下さい。 

ChatGPT:の回答 とても重要なご質問ですね。 

「戦争と平和」を児童生徒に教えることの適切さは、学年段階・発達段階・学習目標によって意味

づけが変わります。以下に整理してみます。 

 

1. 教育的に取り上げる意義 

• 歴史を正しく理解するため 

戦争の悲惨さや原因を学ぶことは、過去を知り、未来の平和を考えるために不可欠で

す。 

• 平和教育の基盤 

「平和を大切にする態度」は学習指導要領でも重視されています。戦争を避けて平和だけ

を語ると、なぜ平和が大事なのかの理解が薄くなる恐れがあります。 

• 人権・多様性の理解 

戦争体験から、命の尊厳や他者を尊重することを学ぶ機会にもなります。 

 

2. 配慮が必要な点 

• 発達段階に応じた扱い方 

o 小学校低学年では「戦争の恐ろしさ」よりも「平和のありがたさ」「家族や友達を大

切にする」ことに重点。 

o 高学年になると、絵本・体験談・児童文学を通して「戦争による苦しみ」も少しずつ

理解できる。 

o 中学・高校では歴史・社会科の文脈で「なぜ戦争が起きたのか」「どう防ぐのか」

を批判的に考える力を育む。 

• 過度なショックを避ける 

映像や証言は強烈なものも多いため、児童にトラウマを与えないように段階的に。 



• イデオロギー的押しつけを避ける 

「平和が大事」という共通の価値は共有できますが、特定の政治的立場からの解釈だけ

を強調しないことが必要です。 

• 対話的な学び 

教師が「正解」を与えるのではなく、「なぜ戦争は起きるのだろう」「平和に暮らすには何が

大事だろう」と問いかけ、生徒自身が考える機会にする。 

 

3. 学習指導要領との関連 

• 小学校社会科：「我が国の歩みと国際社会の中の日本」で戦争と復興を学ぶ。 

• 中学校社会科：「近現代史」で戦争の原因と影響を扱う。 

• 高校歴史総合・公共：「戦争と人類」「国際協調と平和」などを取り上げる。 

つまり、文部科学省のカリキュラムの中でも明確に位置づけられており、適切に取り上げることは

教育上の責務でもあります。 

 

   まとめると： 

「戦争と平和」を教えること自体は適切であり、むしろ不可欠です。ただし、子どもの発達段階に応

じた方法と、バランスの取れた教材・姿勢が求められると言えます。 

 

ご希望であれば、「小学校／中学校／高校別の実際の授業例」「適切な教材（絵本・文学・映像・

資料集など）」 

を整理してご提案することもできますが、見てみますか？ 

質問２ 適切な教材（絵本・文学・映像・資料集など）」を教えて下さい。 

ChatGPT:の回答 

はい、承知しました。 

「戦争と平和」を教える際に活用できる教材を、発達段階ごとに整理してみますね。 

 



小学校低・中学年（安心感を大切に） 

絵本 

• 『かわいそうなぞう』（土家由岐雄／童心社） 

上野動物園の象の話を通して、子どもに「命の大切さ」を感じさせる定番教材。 

• 『へいわってすてきだね』（安里有生・長谷川義史／ブロンズ新社） 

沖縄の小学生の詩を絵本化。「平和」の意味をやさしい言葉で伝える。 

• 『せんそうしない』（谷川俊太郎・江頭路子／講談社） 

シンプルな言葉で「戦争しない」という強いメッセージを伝える。 

映像 

• NHK for School「おはなしのくに」戦争や平和をテーマにした朗読回。 

• 短編アニメ「ちいちゃんのかげおくり」など。 

小学校高学年（歴史や体験談に触れる） 

絵本・児童文学 

• 『はだしのゲン』（中沢啓治／汐文社） 

漫画でわかりやすく戦争と原爆の悲惨さを描く。ただし強烈な描写があるため指導の配慮

が必要。 

• 『トビウオのぼうやはびょうきです』（いわさきちひろ・山田真／福音館書店） 

子どもの視点で戦争の苦しみを表現。 

• 『ガラスのうさぎ』（高木敏子／金の星社） 

空襲で父を失った少女の体験記。学校教材として広く使われている。 

映像 

• NHK アニメ「この世界の片隅に」短縮版 

• 戦争証言アーカイブ（NHK「戦争証言プロジェクト」） 

中学生（歴史の理解・多角的思考） 

文学・ノンフィクション 

• 『広島のピカ』（丸木俊／小峰書店） 

原爆投下の瞬間を絵と詩で表現。 



• 『夏の花』（原民喜） 

被爆体験をもとにした短編小説。 

• 『ちいちゃんのかげおくり』（あまんきみこ） 

教科書にも掲載される短編。 

映像 

• NHK「映像で見る太平洋戦争」シリーズ 

• 映画『火垂るの墓』（高畑勲監督）—ただし心理的影響が大きいため配慮が必要。 

資料集 

• 『子どもに伝える平和の本』シリーズ（新日本出版社など） 

• 各自治体の「平和教材集」（例：広島市・長崎市教育委員会が作成） 

 

高校生（批判的・国際的視点） 

文学・記録 

• 大岡昇平『野火』 

• 井伏鱒二『黒い雨』 

• 五味川純平『人間の条件』 

• 国際的な視点として：アンネ・フランク『アンネの日記』 

映像・ドキュメンタリー 

• 『ヒロシマ・ナガサキ 原爆の記録』（日本映画新社） 

• NHK スペシャル「映像の世紀」シリーズ（戦争と平和の近現代史を考える教材として有

効） 

資料集 

• 「国連憲章」「世界人権宣言」など一次資料を読み、平和の理念と戦争体験をつなげる。 

• 国立広島原爆死没者追悼平和祈念館デジタルアーカイブ 

• 国立国会図書館「占領期の雑誌デジタル資料」 

 



   まとめると： 

• 小学校低学年 → 命と平和のありがたさを感じる絵本 

• 小学校高学年 → 子ども視点の体験記や物語 

• 中学校 → 歴史理解＋戦争文学＋証言映像 

• 高校 → 文学・一次資料・国際的な平和の理念 

ご希望なら、これを「授業で使える一覧表（学年・教材・扱い方）」として整理した表をお作りしましょ

うか？ 

質問３ はい。お願いします。 

ChatGPT: 

承知しました。 

学年ごとに「戦争と平和」を扱う授業で使える教材を、教材ジャンル（絵本・文学・映像・資料）とポ

イントに分けた一覧表にまとめました。 

 

戦争と平和を教えるための教材一覧表 

学年段

階 

教材ジ

ャンル 
具体例 授業での扱い方・ポイント 

小学校

低・中

学年 

絵本 

『かわいそうなぞう』（土家由岐雄）、

『へいわってすてきだね』（安里有生

／長谷川義史）、『せんそうしない』

（谷川俊太郎） 

命や日常の大切さを感じ取

る。「こわい戦争」より「平和の

ありがたさ」を中心に。短時間

読み聞かせ向き。 

 映像 

NHK for School「おはなしのくに」、

短編アニメ『ちいちゃんのかげおく

り』 

子どもの生活に近い物語を映

像で体験。感想交流を重視。 

小学校

高学年 

絵本・

文学 

『ガラスのうさぎ』（高木敏子）、『は

だしのゲン』（中沢啓治）、『トビウオ

のぼうやはびょうきです』（いわさき

ちひろ） 

実際の体験談や原爆の被害を

子ども視点で理解する。教師

が補足説明を入れて感情の整

理をサポート。 



学年段

階 

教材ジ

ャンル 
具体例 授業での扱い方・ポイント 

 映像 
NHK「戦争証言アーカイブ」、アニメ

『この世界の片隅に』（短縮版） 

証言や日常生活の困難さに触

れ、「もし自分が同じ立場なら」

を考えさせる。 

中学校 文学 

『広島のピカ』（丸木俊）、『夏の花』

（原民喜）、『ちいちゃんのかげおく

り』（教科書教材） 

文学作品を通じて戦争の現実

を「言葉」で捉える。表現技法

や感情の描写を考察。 

 映像 
『火垂るの墓』（高畑勲）、NHK「映像

で見る太平洋戦争」 

強烈な内容なので事前に心構

えをさせる。視聴後は「なぜ戦

争が起きたのか」「どうすれば

防げるか」を議論。 

 資料 
各自治体の平和教材（広島・長崎な

ど） 

生徒の地域性に合わせ、一次

資料を読み取る練習に。 

高校 文学 

大岡昇平『野火』、井伏鱒二『黒い

雨』、五味川純平『人間の条件』、ア

ンネ・フランク『アンネの日記』 

戦争の多面的理解（加害・被

害・国際的視点）を養う。批判

的に読み解く活動が可能。 

 
映像・ド

キュメン

タリー 

NHK スペシャル「映像の世紀」、『ヒ

ロシマ・ナガサキ 原爆の記録』 

戦争の国際的な構造を学び、

「平和構築」に話をつなげる。 

 資料 
国連憲章、世界人権宣言、広島・長

崎平和記念資料館アーカイブ 

「戦争体験」と「平和の理念」を

結びつけ、現代の国際社会で

の意味を考える。 

 

   ポイント 

• 低学年 → 感情に寄り添い、安心感を持ちながら「平和って大事だね」とまとめる。 

• 高学年〜中学 → 戦争体験を物語や証言で具体的に知り、歴史と結びつける。 

• 高校 → 文学・映像・国際文書を通して「なぜ戦争が起きるのか」「平和をどう守るか」を

批判的・主体的に考える。 

 

 



質問 ４ 原爆の悲惨さを児童生徒に教えるには、どのような方法がありますか？ 

ChatGPT: 

とても大切なテーマですね。 

「原爆の悲惨さ」を児童生徒に教える際には、感情的な衝撃を与えることと学びとして深めること

のバランスが大切です。年齢ごとに可能な方法と留意点を整理します。 

1. 小学校低・中学年（安心感を守りつつ平和の尊さを学ぶ） 

• 絵本の活用 

o 『かわいそうなぞう』、『へいわってすてきだね』など、原爆を直接描かず「命」「平

和」をテーマにした絵本を中心に。 

• 絵・詩の鑑賞 

o 丸木俊『広島のピカ』の一部や、子どもの詩（例：「へいわってすてきだね」）。 

• 活動例 

o 「自分が大切にしたいものを絵に描く」など、平和と生活を結びつけて考える。 

2. 小学校高学年（子どもの目線で原爆を知る） 

• 児童文学・体験記 

o 『ガラスのうさぎ』（高木敏子）、『はだしのゲン』（中沢啓治／抄録版）など。 

• 写真・資料の活用 

o 原爆ドームや折り鶴、焼け野原の街並みなど「過度に惨烈ではない」写真。 

• 活動例 

o 平和公園や資料館のバーチャル見学。 

o 「ちいちゃんのかげおくり」など短編文学を読み、登場人物に感情移入して考え

る。 

3. 中学生（歴史的理解＋感情的理解） 

• 証言映像の活用 

o NHK「戦争証言アーカイブ」から被爆者の語りを視聴。 

• 文学作品 

o 原民喜『夏の花』、丸木俊『広島のピカ』など。 

• 活動例 

o 「なぜ広島・長崎に原爆が投下されたのか」を歴史的背景と結びつけて議論。 

o 感じたことをエッセイや短詩に表現する。 



4. 高校生（批判的・国際的な視点） 

• 文学・記録 

o 井伏鱒二『黒い雨』、大岡昇平『野火』など。 

• 国際的な資料 

o 国連憲章、核兵器禁止条約（抜粋）を扱い、「戦争体験と国際社会の取り組み」を

結びつける。 

• 活動例 

o 「原爆は戦争終結のために必要だったか？」など多面的な視点で討論。 

o 被爆証言を英語で読む（平和学習＋語学教育の融合）。 

5. 共通して大切な配慮 

• トラウマを避ける 

o 小学生に対して惨烈な遺体写真や詳細な被害描写は避ける。段階的に。 

• 体験を「未来につなげる」 

o 悲惨さを知るだけでなく、「だからこそ平和をつくる」という希望の方向へ学びをま

とめる。 

• 語りの力を生かす 

o 被爆者の体験談や手記は「リアルな声」として強い教育効果をもつ。 

   まとめると： 

• 低学年 → 命や平和の大切さをやさしく 

• 高学年 → 子どもの視点で原爆を知る 

• 中学 → 歴史的理解＋体験記を通じた共感 

• 高校 → 文学・国際社会と結びつけ、批判的・多面的に考える 

質問 ５ 平和の為には核兵器を持ち、他国から侵略されないようにする、核兵器

は、他国からの侵略を防ぐ機能がある、という考えがありますが、この考えをどう思い

ますか？ 

ChatGPT: 

とても本質的な問いを投げかけていただきましたね。 

「平和のために核兵器を持つべきか」という議論は、教育現場や国際政治でも避けて通れないテ

ーマです。 



1. この考え（核抑止論）の背景 

• 核兵器の抑止力（deterrence） 

「核兵器を持っていれば、相手は攻撃してこない」という考え方は、冷戦期の米ソ関係で

強調されました。 

→ 相互に核を持つことで「報復される恐怖」が働き、戦争を避けられる、という論理です。 

• 現実に一定の効果があった側面 

核保有国同士の全面戦争は第二次世界大戦以降起きていません。その意味で「抑止の

効果」があったと主張されることもあります。 

2. 問題点・批判 

• 核兵器使用の危険性は消えない 

抑止は「使わないこと」を前提に成り立っていますが、誤判断・事故・テロによる使用のリ

スクは常に存在します。 

• 安全保障の不均衡 

核を持つ国と持たない国との間に不公平が生まれ、国際的緊張を高める可能性がありま

す。 

• 倫理的問題 

核兵器は一度使用されれば、都市や市民を無差別に破壊する大量破壊兵器です。これ

を「平和の道具」と呼べるのか、倫理的に大きな疑問があります。 

• 現代の安全保障環境 

テロやサイバー攻撃、限定戦争など「核兵器では防げない脅威」が増えており、万能では

ないことが明らかになっています。 

3. 国際社会の動き 

• 核兵器禁止条約（2017 年採択） 

「核兵器は存在そのものが非人道的」として法的禁止を目指す国際的枠組み。 

• 核拡散防止条約（NPT） 

「核保有国を増やさない」努力は続けられているが、核兵器国と非核国の対立もありま

す。 

4. 教育的な視点からのまとめ 

• 「核兵器が戦争を防ぐのでは？」という発想は、実際に国際関係で議論されてきた現実的

な立場。無視はできません。 



• しかし、それが恒久的に平和を保障する仕組みではないこと、むしろ核兵器がある限り破

局の危険が続くことを批判的に考える必要があります。 

• 子どもに教える時は、 

1. 「核兵器があることで怖くて戦争しなかった国もある」という歴史事実、 

2. しかし「一度使われれば人類に取り返しのつかない被害を与える」という現実、 

3. その上で「核兵器に頼らない平和の作り方」をどう考えるか、 

という順に対話的に考えさせるのが良いと思います。 

   まとめると： 

「核兵器が平和を守る」という考えには、歴史的に一定の説得力がありますが、同時に大きなリス

クと倫理的矛盾を抱えています。教育では、この両面を示した上で、子どもたちが「自分ならどう考

えるか」を話し合えるようにすることが大切です。 

質問 ６ 戦後、日米安保条約で日本の平和は、アメリカの同盟国ということ保たれて

いる面はありますが、アメリカ抜きの、日本独自の平和を保つという考えは存在しま

すか？  

 

ChatGPT: 

はい、「アメリカの同盟だけに依存しない日本独自の平和」「日米安保に頼らない安全保障」を主

張する人・政党・考え方は日本に存在します。以下、それを整理してみます。 

1. 「日本独自の平和」の考え方とは何か 

「日本独自の平和を保つ」というのは、主に以下のような要素を含みます： 

• 日米同盟に過度に依存しない外交・安全保障政策 

• 自衛力（防衛能力）を日本自身で整備し、自国の安全を守る力を持つ 

• 軍事同盟・基地配備・米軍の駐留に対して慎重・見直しをする 

• 憲法 9 条など日本国憲法に基づく平和主義を強調し、「戦争放棄」「戦力不保持」の理念

を堅持する 

• 軍事力よりも外交、国際協力、多国間主義、平和的手段を重視する 

これらは「核兵器を持たない・アメリカからの核の傘にも全面には依存しない」「自らの外交的・防

衛的自主性を高める」といった主張も含まれることがあります。 


